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4-4 エンタープライズ

クラウド時代のエンタープライズアーキ
テクチャー

森 洋一 ●テクノロジーリサーチャー

ソフトウェアデファインド時代、SDNとSDSは実際の適用の段階に。
ビッグデータのためのデータセンターOSも動き出す。

　 ITの世界はクラウドで大きく変化した。全て
は物理的な考えから論理の世界に変わった。中核
技術のハイパーバイザーも一部コンテナーに向
かい始めた。もしこの技術が確かなものになれば
大きな効率が得られる。大事なことは、オープン
ソースによるユーザー主導への流れとプロダクト
の論理化である。

■ソフトウェアデファインドの時代（ソ
フトウェア化するネットとストレージ）
　論理的変化の代表はソフトウェアデファインド
だ。2012年夏のVMWorldで Software Defined
Datacenterが大々的に語られ、ソフトウェアデ
ファインド時代の幕が開いた。
　とりわけ、SDN（Software Defined Network）
とSDS（Software Defined Storage）は、議論か
ら実際の適用に移ってきた。物理サーバーが論理
的な仮想マシンとなり、次いで同じコモディティ
サーバーを用いて、ネットワークやストレージ機
器のエンジンをソフトウェアで置き換えようとい
う試みである。
　初期の SDN はアカデミアンの活動から
OpenFlowとして始まった。OpenFlowは、ネッ
トワーク上のデータ転送（OpenFlowスイッチ）と
制御（OpenFlowコントローラー）に分けて処理す

るコンセプトだ。その後、大手キャリアによる実
務的なNFV（Network Functions Virtualization）
活動が始まった。それらはOpenDaylightプロ
ジェクトに引き継がれて今日に至る。
　代表的なSDN製品は、Ciscoを筆頭とするネッ
トワーク機器各社から出ている。これらとは別
に、Juniperが買収して製品化したOpenContrail
と、日本のMidokuraが開発するMidoNetは、オー
プンソース化され、OpenStackのネットワークコ
ンポーネントNeutronと連携する。
　一方、SDSの方は歴史も長く、より活況だ。
2005年から始まった旧 Sun Microsystemsの
OpenSolaris戦略には、ストレージのOpenZFS
も含まれ、これを用いたSDS商用製品がNexenta
となった。2006年にはAWSのオブジェクトス
トレージ S3が登場。さらに 2007年には、現在
Red Hat傘下にあるオープンソースのCephや
GlusterFSが、その後はAmazon Dynamoを原型
とした riakや同じ分散型のCloudian、Scalityな
ども登場した。日本からは2015年秋に IzumoFS
が発表されている。

■動き出したデータセンターOS
　新しいエンタープライズアーキテクチャーに
とって、今後、大事な領域はビッグデータ処理で
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ある。
　これまでの仮想化は、無数のアプリケーション
が仮想マシンを搭載する巨大サーバーを共用する
仕組みである。これに対し、ビッグデータ処理で
は、強力なパワーを必要とするアプリケーション
が複数サーバーをクラスターのように集合体とし
て束ねて利用する。つまり、ビッグデータ処理で
は、個々のアプリケーション特性や、季節変動、
さらには企業特有のダイナミックなスケーリング
要求に合った利用環境をすばやく構築する技術が
渇望されている。
　適用するマシンは自前のデータセンターでもパ
ブリックやプライベートクラウドでも構わない。
今、利用できるマシン群から必要なものを組み合
わせて、求められるスケールの論理的なデータセ
ンターを構築したい。この仕組みを提供するのが
データセンターOSだ。

■Apache MesosとMesosphere
　この世界を切り開いているのはApache Mesos

である。Mesosphereとは、地球を覆う大気圏上
位熱圏と下位成層圏の間にある中間圏のことだ。
Mesoはギリシャ語で中間を意味する。つまり、
既存のITフレームワークと新たなスケーリング要
求の間で、必要とする IT環境を素早く整備する。
　基本となるApache Mesosは、2009年、U.C.
Berkeleyの学生たちが立ち上げた。そして2013
年にApacheのトップレベルプロジェクトとな
り、同年商用版をサポートするMesosphereが
彼らによって創業した。スタートから間もなく
AWS上で自由にスケーリングできるMesosphere
on AWS、翌 2014年にはGCP向けMesosphere
for Google Cloud PlatformとKubernetesの取り
込みを発表した。
　このMesosの動きを良く見ると、Googleのデー
タセンター機能に似ていることに気づく。ユー
ザーからの多様な要求に瞬時に応えるデータセ
ンター、それは高度にスケーリングされたシス
テムであり、もう我々の手の届くところに来つつ
ある。
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